
リンゴの夏期り定について 果 樹 部

1.背 景と特徴
・

リンゴ裁培における夏期弱定法については数年前青盗県の長沢氏の技法について渋)||

伝次郎氏が紹介されて以来、本県においても各地で試みられる傾向にあったが、夏期期

定導入の背景には当時のリンゴの不況を乗り越えるための手段として品種の転換が大き

く求められるようになり品種更新等によリー躍最有力主力品種に取上げられたデリ系の

本県における生産の不安定性に軽づくものでその主目的は早期多収にあったが、上方に

ゃいてその技法が簡易にして
一見だれでも実施し得る点にあったことも注目された原因

と思われる。此の技法は従来の整枝期定法とは、根本的に異なるため、結実初期の若木

に対しては そ れ程、無理なく適用されると思はれたものの、成木に対する安易な適用

は収量品質に大きな影響を与える事が予想されたため、主として普通成木園における適 ,

用方法、並びに、その可否について検討しようとしたものである命

こ車に述べる永沢氏の夏期期定法の概要は主幹から放射状に直接発する長大な結果技(

(成 り枝 )を数多く出させ、それに基部より短寒枝を着成させ、完成樹型↓衣あたかもス

パータイプ職に似ろ所から人エスパータイプ等とも呼ばれる樹型である。

成り枝の形成は発育枝を最載することにより機の軽部のハゲ上9を防ぎ、更に夏期に

もこれを行うことにより、徒長岐をも短呆紋化させて行くことにより完成させる。

成り校は従来のこ村、頓主枝の区分は/Rく、枝先等で空間が空きすぎ樹容積を増す場

合には、枝を横に拡げる事なくぃL F4こ拡げる等の点で特徴がある。

2.試 験方法の概要

1)試 験課題名 果 樹の生産向上 リ ンゴの夏期弱定に関する試験

2)試 験年次 昭 46～ 50年  本 場

3)試 験方法       ‐

試験区 A成 木

① 標 準裁培区

② 夏 期成り枝主幹直結型区6/下 ～7/上 及び8ハ ヽ9/断

主横  ″

④   ″   亜 主枝

B幼木

0 標 準普通 定 区

② 弱 期定区
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③ 夏 期弱定区

②主幹直結 ③主枝″④亜主枝″

務

IH日、t::!::!!::!!:::::・
・″

供試品種 13～ 16年 生ふ じ ス ター 10紹 X5、 物植

及び 4や 7 ″  ″    ″   5竹 みx2.5物 植

4)試 較成績概要

① 生 育は韓周において夏期弱走区が明らかにHE大が分,適 応程度の強い返 (主 幹

直結区 )ヶまど小さいっ

② り 枝士は夏期り定耳の冬期期枝量は少いが夏期朗枝士との合計では大差がなか

③ 収 北は年次によ9大巾な差が認められたが初年度は朗替による威収と見られた

が3年次(49年 )の 減少tt前年の夏期り定の切りすぎ (3回 )による隔年結果

の影響及び遅れ花の授粉不備のためと見なされた。

処理区i胡では、区間差が大きく年度による多少の差は認められるもの4年間では

大差が認められない。

0 果 業品ti4はふじの者色においては普撤戒培に比較し明らかに向上する傾向が認

められる。 (50年 度`六秀艇果率で徳長枝の規み過ぎにより低下した。 )

⑤ 玉 伸ヴFま夏期玉で小玉(150安 ～2001?)の 割合が多くなるは向が認められた。

③ 47年 のシユンドロツプ現象においては夏り区は比較的影響が少なく、特に樹A'1

冠外用での落果は極めて軽微であらたっ

⑦ 幼 木に対する適用は痕呼区の収量がキ
以下で極めて低くかったか、樹容横は最

も少く現在の裁舶密度で間伐の必要は認められず、わい化仕立には適用が可能と

思われるが収量との関連で更に検討を要する。

③ 花 芽形成促進のための植調判の利用は、&年 度あ結果では極めて有効であった

が、使用時期等については夏に検討を要十あっ

5 ) , 試験 成 績

( ガJ 紙 )
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3 . 考 察

過去 5ケ年における適応試監の結果は地域性、ほ場条件、技法の不充分なことなども

あ9、収立の点では目的に沿うまでtこ牧らず現在なお、日韓とした問姿に完成したとは

云えない状況であり、今後引続き調査観察を必要とするが現在迄の特果に基き、今後試

みようとされる場合及び現在実妨中の樹に対し、考鷹汁べき事項として以下の点が指摘

されるЭ

l)戒 木園への適用樹型

樹形構成が根本から異なっている既成成木園においては主技鑓主枝が完成されて

おり、基本形に改造する事にはt難 点があり、最初は幅主横直結型から進んで最後

に主枝直結型に移行することが樹勢維持、収量の面から望女しいと思われる。

主枝候補枝も含めて主幹から発する枝が比較的少い場合は主幹直結型への移行は

考えない方が望支しいと思われる。

10年 使の若木においては必要とあれば主幹からの発出校の利用も可能であり、

主幹直結型が最初から適用される。結果村令に達しない樹については早期の適用ほ

樹冠拡大、結実、収tが 遅れる等の傾向が認められることから.結 実初期う～6年

に適用することが望ましいと思われる。

2)適 用時期及び方法

適用は冬期の大枝野除より入ることが収量維持、出勢調節のためには望ましく夏

期朝敵 問勢により6/上 ～7/上 tとかけて、強いものほど遅目に弱いものほど早

目1こ行う。

夏弱は通常年 1回であるが樹勢が戦すぎる場合、遅伸びをする地域においては特

に実町初年度から'～ 2年は新 の 伸びが旺盛で樹冠が提みすざ病菩虫多発品質低

下にうながるので8月 下旬～9/上 にかけ、徒長枝り除を兼ねて2度 目を行う。但

し、この場合長果歳等、切りすぎないよぅ注意する。なお、校の背面からあ徒長枝は、

2次伸長枝抑制のため樹勢調節上ある程度残してもよいが、翌年は基部から野除し、

強勢な枝は置かないようにする。

3)生 産量及び品質

適用当初より樹形完成までの収量は適用強度により左右されるが、2次年度以降

のり定(特に冬期)は花芽の量に注意し、中長果校の利用も考慮し、極力結実を高

めるよう努める。夏期では当場のような地域(遅伸びする)では、花芽形成は行は

れても充実度が悪く、花期が長引く傾向があり、遅れ花ほど結実が劣るので早咲き
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花の結実確保に注意する。                        …

1      果 実肥大Fi夏期に点9-時 的に抑制される傾向がある(後に`ま回復)ので極端な夏

野はさける事が望女しャ(ヽ1～ 2年目)  ~】            i

結実果は載して小玉になり易い傾向があり着果過多は輔年を誘発し、次年度以降の

働勢の反発を招き易いので適正な着果に保つよう配慮する。

若色は秋期のlt―長枝が極端に提まない眠や、普通栽培よりも向上する傾向があるが、

その他の品質では大差が認め られない、

4)地 域適応性

土襲条件等地域により蒙施効果に差が認められる(特 に地下7Fxが高く遅伸びの激

しい地域 (当場を含む )で は花芽形成が分る )ので、採用に際してt女土襲末分 (排

水)加f岨壷等樹勢を考慮すると共にフラン病多発地帯では採用しないぅ
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幼  木

幹 用

O 秘)

樹高

(粉

樹 巾 働 校量 的
収 量
■_｀輸

玉 !別 分  布
品 質

即 岨 冬 期 夏 期 150' 200 250 ,00 350

普 標

通
準

（
ふ

．
じ

）

定

4ぢ 1曳 6 2.5 2.1 0.50

47 21.5 3.1 2.8 2.8 1,0 01861

48 26.8 3.5 2.6 3.1 2.2 8.9 ,9,2 〕坑2 2114 ■5 23

49 35 45 3.8 3,8 1,38 1 . 0 6 H.5 2勇7 4克夢 176 五8 0.8 6'8

50 3,0 4 6 ‐ 4 3 3.8 6.6 1.6 6■ 9 ZZ2 28.7 2弘4 12.0 2.8

ユ
コ

定

46 16.5 2.6 2.2 0.14

47 2 3 . 0 9,4 2.7 2.9 0.62 0,19

48 28口8 ユ 7 3.4 3.3 1.8 ' 4 374 】15 21.6 6.0 1.6

49 '6 曳 0 41 2.07 0,93 ■ 8 2 2 . 1 4r8,618.5
′
6!5 0.6 643

50 41.1 曳 0 4 7 41 7 5 2.7 7勇 5 2坑1 28.7
ワ

一
12.7 2.5

夏

　

期
　
　
　
　
定

46 176 2.7 2.3 0.33 0 . 1 6

47 23.7 2.9 2.8 2.6 0。48 2.87 0.88

48 28.3 3 , 7 3.3 0.6 3.7 2。4 20.〕36.7 勺.6 曳8 2.8

49 41 3.2 ',6 0.61 6 . 3 0 143 41.8 留牡6 18.2 0 68,6

う0 3抗 6 4 3 3.6 9 . 9 1.8 6.0 340 120 2尻7 勢,9 174 4 1

へ 普 標

テ通準
l
V

定

46 10.7 2.3 1.6 0.21

47 1夙0 9、2 2.0 1.9 0.22 0,26

48 178 3.9 2.1 2.4 0。8 0.7 1,9 laぅ 4チ3 1見9 0

49 27 4 5 3.2 3.0 0 .構 0 . 9 0 1.5 20.9 2 生 1 ｀ 4英5 見l 49

50 31.9 4 3 3.4 3.5 4 4 0.3 26.9 38.1 373 2 . 1 2.3 0.3

こ
コ
Ｆ
Ｕ

定

46 H.8 2.4 1.6 0.23

47 16.9 3.9 2.1 2.2 0,29 0.57

48 20.6 9 . 7 2.8 2.9 0。7 0。5 l勇, ft生夢 217 32,0 8.万

49 27 4 7 ユ 3 0.7 0.59 4 8 170 翌、9 r869

50 31.1 曳 0 4 0 3 . 9 3.9 0.4 38,1 】弘6 3生7 3.0 0.6

夏

　

期
　
　
　
・
定

46 10.6 2.2 1.6 0,15 0 . 0 4

47 146 2.7 1.8 1.8 0_21 1 9 9 0 0,09

48 126 〕.5 2.3 2.4 0.4 1.9 0.l 0 7見0 0 0 2見0

49 24 3 . 9 2.7 3 . 0 0,33 3.64 0。, 42 52.5 21,6 16.0

50 2曳 7 4 1 2.6 ユ 2 2.6 13.1 13.2 30.2 幼 2 13.6 40
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成  木

( ふ じ )

幹 同

(卸 )

樹 高

(物 )

樹 巾 彿 弱校量 Q 根 童

iH″

玉 別  分  布 着色%
未秀
優拷E 剖 N、S 冬 期 夏 期 l野07 究0ヲ あ0″ 900? 野0タ

普 標 46

準
通
　
　
　
定
　
一匹

47 65 473 ■ 59 6.夢5 単3.2 6.3 38.4 321r 1見6 0

48 72.7 448 766 770 46.4 6.2 22■ 2 149 378 30 6 12.6 4 4
°
)'7

49 83 453 7 0 8.l 56.7 1214 193.8 ・15 3'5 38.6 146 2.夢 542

50 8勇 8 4 9 6.7 ■ 2 374 曳 5 157 8 122 23.7 3勇 7 175 ユ 9 乳8.3

夏主

幹

直

、結

型

46 研野

47 475 勇 79 勇 4 3 140 28.4 447 13.4 20,0 26.9 l'7 20。3

48 60.0 434 6.28 6.02 177 31.う 1844 19. 9 〕3.0 〕勇2 12.7 6.2 62.4

49 69 450 6.7
７

”
20,1 31.6 3曳 5 曳 1 40。2 33.2 179 ユ 3 62.1

50 73.8 42 665 7 3 22,4 22.2 ェ36.9 32.0 276 26.7 10.5 4勇6

主

幹

直

結

46 751

47 54 463 6 . 研 勇 68 l,0 22,9 2'0 10.2 21.5 344 2'3 曳 〕 740

48 5,8 428 6.42 6.42 1,9 240 170.6 ユ 8 33.6 42.9 10.6 曳 7 66.3

49 70 457 6_7 7 4 18.0 32.0 7,6 4 8 52.1 345 7 2 6'0

,0 7勇 9 4 8 6.9 7 5 22.4 16.3 151.0 30.6 ,0.0 ,0,8 8,0 4 2 443

重

主

枝

直

結

46 8.7

47 60 465 6.60 曳89 22,0 276 〕,7 〕.5 2■ 心 41.0 20.2 75 62.0

48 66.8 432 6 . 労 7 け 241 30。3 200.6 lユ 6 370 371 ' 2 ユ 3 5 ' 9 t

49 77 422 6.6 7 1 374 373 50.7 10.3 52.7 2'0 6.3 0。7 6612

,0 80。7 4 6 6、7 7 4 175 18.7 1277 3身 9 '0.4 26.3 6.9 0.7 41.5

主

幹

直 永

JR

結
Ψ

46

47

48 6■ 3 3 .労 曳 7身 6.43 6勇 2 347 140.9 6.4 342 346 12.9 12.1 5'0

49 75 440 6。3 7 9 32,2 28.4 7 4 6 4 4 〕,0 各8,3 10。2 1.0 4■ 8

50 78.5 4 う 6.7 8.3 ,0.1 273 li3.9 2勇 4 ェ曳 7 31.1 1,1 4 3 424

ぺ 械持_段者個数分布より換算
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( ス タ ー )

幹 岡

(御)

樹 高

( 物 )

樹 巾 紛 "ヽ校量 は, 量
　
，Ｗ

収 玉 別  分  布 ジ ユン

ドロツプ脚 い S 冬 期 定 期 1殉タ郷 タ 冴0タ 300タ 拘 テ

普 標

通
準

定
　
区

46

47 62 490 “ い 6 . 9 3 28.0 Ъ74 0 371 36.6 21.3 勇 0 680

48 68,8 4 7 3 6 . 9 o 744 30.4 曳 2 143, 8 0。1 1勇 7 32.3 4■ 1 7 3

49 76 見 l 71 8,1 5ユ 9 H。 4 98,1 4 2 2,5 3勇 l 2ユ 0 8.5

50 78.7 見 2 71 8。1 60,7 6.7 151. 7 20.3 26.9 375 12.4 3.1 与 45

主 夏

幹

直

結

型

46 8,`3

47 53 曳 14 曳 63 曳 65 17o 21.2 '79 1.9 16.4 38.0 32.8 1 1 . 1 407

48 5 2 0 4 6 0 勇 7 5 6. 45 26.6 272 (92.2) 23.5 4'9 26.2 0.3

49 66 勇 0 6.0 7 4 1 , 6 2'9 775 4 5 32.6 32.忠 26.5 ユ 8

50 70.5 4 8 6.0 7 5 1,0 l曳0 夕76 21.9 31.5 34t4 8.9 0,8 7勇 3

主

　

枝

直 ち

結
・

46 11.53

47 57 身 1 9 6.60 曳 8 3 l,0 〕6.2 51.2 3.6 l坑7 275 347 18.5 466

48 60:9 4 6 9 6.54 6.58 2曳 6 345 130.5 13, 1 446 32.5 8.5

49 69 4 7 7 o 7 3 33.5 2曳 9 91.9 4 2 30.1 33,9 26.0 6,0

う0 72.9 4 8 6.7 7 2 179 20.4 12■ う 28,6 3'.4 2,9 7 2 71.2

亜

主

枝

直

結

46 8,31

47 56 479 曳 70 6.o8 20,0 1,0 2勇 0 1.0 1'4 220 身79 172 445

48 66.8 4 7 4 7 硝 6.85 18.8 22.9 106.9 1.0 249 5勇 1 1,1

49 68 3.り 7 9 7 2 21,0 148 778 7 2 546 26.2 10。7 0 7々

50 7勇 0 4 7 6.6 7 3 3'.9 143 9見 9 38.0 31.4 26.2 41 0,4 60.2

主

幹
景

直

JR

結
V

46

47

48 68.3 419 6.18 720 647 31.6 842 4 8 t曳 8 所1.0 276 ,o・

49 73 4 8 6.1 7 9 2見 0 40.1 42。1 2ど1 1■ 1 26.3 〕'1 20.0

50 770 4 9 勇 9 7 9 345 3勇 1 848 28.5 〕ユ4 2'9 7 4 1.0 70.5

-26-


